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論文

イタリア未来派のダンス―飛翔と舞踊― i

横　田　さやか

This research examines the Italian Futurist proposals for the imminent evolution of the human body 
and its possible forms of expressions, specifically concerning the innovations in the art of dancing 
which laid the foundations of modern dance. Generally speaking, the Futurist perception of the 
body has been insufficiently considered as the mere admiration of machine in rejection of humanity. 
Consequently, the groundbreaking and tireless work of the Futurists in the field of dance has not yet 
received worthy attention from critics - not even in Italy - despite Futurism’s centenary fame. This 
study, based on a thorough analysis of original documents from the early twentieth century, elucidates two 
of Futurism’s fundamental precepts regarding the human form: the body multiplied by machine and the 
body’s synthesis with the airplane. Hence, that which could most fully realize the Futurist ideal of the 
modern body was precisely the dancing body. Furthermore, I examine a peculiar and unprecedented 
characteristic of Futurist dance: the attempt to express the interiority of the individuality through the 
fusion of the physical and spiritual with mechanical forms.

序
20世紀初頭ヨーロッパに勃興した様々な新しい

ダンスを俯瞰するとき，イタリアという土地がそ
の地図上に取り上げられることはほとんどない。
中央ヨーロッパのモダニズムに遅れをとったイタ
リア文化には，舞踊芸術においても然り，その新
たな歴史を先導するほどの動きがみられなかった
と説明される。しかし，イサドラ・ダンカン，ロイ・
フラー，そしてバレエ・リュスの巡業を招来した
そのイタリアにおいてもまた，「踊る身体」を巡
る極めて特徴的な現象が見られた事実は，十分に
われわれの興味を惹きつける。イタリアの前衛芸
術運動未来派（未来主義）が，踊る身体の可能性
へ強い関心と洞察力をみせ，未来派運動のなかに
新しい舞踊を創造する試みがあったことは，看過
できないだろう。本考察は，ヨーロッパのモダニ
ズムにおいて，ほとんど急かされるように湧き出
でた，舞踊界のみならずさまざまな芸術分野，や
がては政治，教育を巻き込んだ「身体の目覚め」，
すなわちモダン・ダンスの勃興が，なにも限られ
た踊り手の産物に止まるものでないことも説明づ
ける。

本論考では，伝統という名の足枷に拘束される
ことをどこよりも運命付けられたかの地にこそ生
まれえた未来派が，いかに身体芸術にアプローチ
していたのかをつまびらかにすることを目指す。
舞踊芸術に組み込まれうる個々の未来派作品を時
系列に分析するのではなく，特徴的な概念を抽出
し総括することを試み，各テーマに沿い考察を行
う。当時の前衛芸術家たちが，いかに舞踊の可能
性を察知していたかという現象に注目し，それが
いかにして踊る身体を通して表象されたのかを手
がかりに考察を進めることが重要であると捉える。

始めに，前衛芸術運動未来派について，この運
動の本質とは何であったのかを確認しておくべき
だろう。ミラノに結成された未来派は，1909年
に発表する『未来派創立宣言』を皮切りに，文
学，絵画，彫刻，音楽，建築，演劇，映画，ダン
ス，室内装飾，服飾，料理等さまざまな芸術分野，
さらには日常生活のなかにその実験の場を広げて
いく。既存の芸術の領域を超え，生来人間がもつ
より「崇高な」感覚である視覚と聴覚に喚起され
た美術や音楽に飽き足らず，嗅覚や味覚，触覚を
も巻き込み，身体機能とその閾値を拡張させるこ
とで，それまでは存在しえなかったような芸術を
創造しようと試みたのだ。創立者である詩人フィ
リッポ・トンマーゾ・マリネッティ（1876-1944）
を筆頭に，賛同したアーティストたちの生みだす
前衛芸術は多面的に展開し，変容をみせつつ，イ
タリア国内の運動に止まらず，グローバルに他国
のモダニズムへ吸収されていった。マリネッティ
の自意識が指摘するところによれば（Marinetti 
1913a），

未来派は，偉大なる科学的発明の結果もたらされた
人間の感性の抜本的な革新に基づいている。こんに
ち，電話，蓄音機，汽車，自転車，バイク，自動
車，大西洋横断客船，飛行船，飛行機，映画，有名
な日刊紙（世界中の一日の総括）を利用する者たち
は，しかし，これら様々な形式のコミュニケーション，
輸送，情報が自分たちの精神に決定的な影響を行使
していることに気づいてすらいない。

言い換えれば，こうした影響に即座に反応を示
す者たち，現実に絶えず出現する変容に鈍感では
いられない者たちが，過去の堆積である現在に甘
んじる者たちを過去主義者と罵り，あらん限り
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の動力を発動し始めたのが未来派であった。機
械，戦争，速さを三大美学に掲げるイタリア未来
派とはすなわち，計画的政治運動ではなく，むし
ろ，産業化，機械化の影響下に生きる人間による，
変容する生活への鋭い認識と自覚の意思表明，そ
してその目まぐるしい変化に対する身体の，むし
ろ心身の，反応であり，未来派運動とは，新たな
未来への飛翔の欲求の形態であった。この特徴か
ら，未来派には新しい身体芸術を生みだすに格好
の，宿命的な素質が潜在したことが説明され，か
れらこそが，激動する社会の変化を極めて敏感に
感知し，身体感覚によって吸収し，そしてその身
体を介して，伝統的芸術形式の革新を試みたのだ
といえる。伝統破壊というドグマが突如紙面に打
ち立てられたのではない。人の生きる環境，色彩，
音，かたち，リズムが変容するなら，それに適し
た新たな表現様式の獲得が急務だったのだ。未来
派の誕生とはすなわち，身体動作を伴う行為であ
り，まさに芸術運動のエネルギーの源泉が身体性
にあったことは重要な前提となる。

一方，オペラこそが劇場芸術を担うものであり，
それに比較して舞踊は芸術的価値の低いものとみ
なされていた当時のイタリアで，舞踊の伝統はい
かに維持されていたのか。イタリアの現代におけ
る舞踊の曙として唯一「イタリア性」を呈してい
るものが，1881年初演の『エクセルシオール』に
代表される，バッロ・グランデである。ルイー
ジ・マンツォッティ（1835-1905）による『エク
セルシオール』の主題は，文明技術の発展対停滞
主義の攻防であり，進歩主義が華々しく勝利する。
ただし，バッロ・グランデは振付け芸術の革新と
いう要素はもたず，当時の社会背景を反映したナ
ショナリズムを高揚させる役割を担っていた。す
なわち，バッロ・グランデにイノべーションとい
う素質はなく，その意味でも，新しい舞踊のアイ
ディアが異国からの流入によってではなくその地
に出現した事象としては，未来派こそが初めてそ
の革新を提言したといってよいだろう。

また，長らく未来派研究を支配してきた，未来
派運動の政治的側面への偏見と資料調査の未徹底
とに起因する限定的な解釈は，本論考のアンチ・
テーゼとなる。戦後の未来派研究は恣意的に第一
次世界大戦までをその活動期と定義し，ファシズ
ム期への言及を避けるために未来派後期に関わる
考察を行ってこなかった。また，未来派研究が主
に文学研究と美術研究により展開されたことから，
舞踊を専門とするものにしか知覚されないような
ディテールは長らく等閑に付されてきた。しかし，
この主題に早くから着眼した数少ない研究者のひ
とり，リスタが主張する通り（Lista 1990），未来
派活動全体において身体芸術は決して余白に補足
されるに止まる芸術分野ではない。未来派による

踊ることへの特殊な試みはこれまでわれわれへ十
分に伝達されてこなかったが，数多くの未公開資
料の調査が進められているこんにち，2009年の未
来派創立100周年記念事業も契機となり，政治概
念から解放され，研究領域を越境した，公平かつ
詳細な考察が可能になりつつある。

１．未来派と同時代のダンス
１．１　未来派と同時代のダンスにみられる二潮流

本題に入るにあたり，19世紀から20世紀の始め，
目まぐるしい環境の変化に直面した時代の現象で
あるモダン・ダンスの隆盛には，ふたつの潮流が
みられたことを確認する。一方では，機械化，都
市化する生活のリズムに抗い，自由な身体動作に
個人の表現を委ねる傾向が見られた。ダンカンに
代表されるように，個人の内面表現，魂と身体の
調和，自然への回帰といったテーマが追究された。
他方では，身体そのものが新たな表現を生みだす
実験工場となり，テクノロジーを同化しようとし，
機械と身体の合体が追究された。機械の機能性を
身体の生物学的機能に反映させ，かつ機械的造形
美に身体的造形美を転写しようと試みられたのだ。
当時の舞踊においてこうした精神（自然）とテク
ノロジー（機械）の二極性は，対立項を成すので
はなく，ひとつひとつの作品のイデオロギーが
«機械とそれのもたらす驚異を愛し前者を否定す
るのか，人文主義的でなく芸術的でないといって
後者を否定するのか»（Vaccarino 1996: 121）の
両極間を揺れ動き続けたといえる。機械賛美を唱
えた未来派もまた，「機械崇拝」という造語がな
されたように，後者に与する傾向に象徴されるが，
同時に見落としてはならない特徴は，実はこの二
傾向の交差のなかに新たな舞踊の可能性を見出そ
うとした点にある。舞踊研究者カジーニ・ローパ
が指摘しているように（Casini Ropa 1988: 89），

興味深いのは，未来派が［…］異なるイデオロギー
を詰め込んで，いかにして新しいダンスのダイナミッ
クな研究を実践したかだ。すなわち，もはや自然と
ではなく，機械と産業の発展が生み出す未来先行的
な機械的リズムと調和する，人間的リズミカルな動
作である。

未来派は，機械のリズムに共感しながらも，それ
を人間的に取り入れる。つまり，それを取り巻く
環境と一体化する身体感覚を表現し，後者の傾向
のなかに，人間性，内面性，精神，情緒といった
テーマを発展させることを探求し続けた。すなわ
ち，現代化社会の変容への「同化」と「反発」と
いう対照的な反応がみられた時代にあって，未来
派の試みとは，一方の極に偏るのではなく，対極
を引用しつつ，両極の交流を身体に吸収した，化
学反応のあらわれであったといえるだろう。
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１．２　未来派の同時代ダンスへの関心
未来主義者たちは同時代の舞踊をどう捉えてい

たのか。舞踊批評と呼べるものが，いくつかの宣
言文に見受けられる。まず，最新の発明を自らの
身体をもって実験したフラーは，未来派のインス
ピレーションの源であるii。フラーが未来派的で
ある特徴とは，ダンサーの身体が長いスカートに
よって解剖学的寸法を超越し，未来派の理想的身
体像である「増強した身体」に先行している点に
ある。観客に対するイリュージョン効果もまた未
来派の劇場演出に示唆を与えるものだった。一方，
女性らしさが強調されるダンカンに対してはマリ
ネッティは辛辣であるが，それはロダンのアトリ
エでダンカンの踊りに実は強く魅了された経験に
基づいている。また，ダルクローズへの言及もみ
られ，そのリトミック体操が«現代的な意図»を帯
びている点が評価される。以上のマリネッティに
よる舞踊批評は，1917年発表の『未来派ダンス宣
言』の導入部分に当てられている。さらに，同時
代舞踊界の展開にとりわけ関心を寄せていたのが，
画家エンリコ・プランポリーニ（1894-1956）で
ある。プランポリーニは，1927年にパリで未来派
パントマイム劇団を立ち上げる。当然，バレエ・
リュスやバレエ・スウェドワを意識し，イタリア
的劇団を目指したものだった。早くから舞台美術
の革新に関心を寄せ，1915年から舞踊と舞台装置
に関する宣言文を断続的に発表した後，1931年の

『印象派ダンスから未来派ダンスへ』と題した文
章のなかで，包括的な同時代舞踊批評を展開する。
プランポリーニの解説曰く，ダンカンは«造形印
象主義の新しい規則»を打ちたて，フラーは«色彩
印象主義»を生んだ。フラーのダンスは，ダンカ
ンのそれのように«人間の身体のリズムによる（あ
るいは自由な）表現に収まる»のではなく，«人に
よる造形美術に属さず，環境に身を投じ舞台行為
に参加する»ものだという。つまり，踊る身体が
それそのものの彫像的美しさを目指すのでなく，
照明などの舞台効果に溶け込むのがフラーの特徴
だという。また，«造形的音楽的妥協から完全に
は解放されていない，踊る，マイムする集団の実
現»と個々人の«熱心な探求と自由な熱狂による作
品»（以上引用Prampolini 1931）と二分したうえで，
前者にはバレエ・リュスとバレエ・スウェドワを，
後者には，マリー・ヴィグマンやグレート・パルッ
カら表現主義舞踊のダンサーたちを当てている。

参照した宣言文に同時代ヨーロッパの新しい舞
踊傾向が解説されているのは，それを未来派的舞
踊を打ち立てるための布石とする目的による。つ
まり，未来派のねらいは，同時代の多様な新しい
舞踊を分析吸収し，それをいわば叩き台として，
いっそう革新的な舞踊を誕生させることにあった。

２．未来派身体美学と踊る身体
２．１　機械により増強した身体

未来派創立者マリネッティが繰り返し宣言文に
描く未来派の理想的身体とは，先にも触れたよう
に「機械により増強した身体」である。1910年の

『増強した人間と機械の王国』と題した宣言文で
は，«モーターと人間の同一化»が急務でありもは
やそれは逃れようのないことだと喚起する。人間
が実現させるべきは«直観，リズム，本能，金属
的規律の絶え間ない交流»であり，すなわち，身
体に潜在する始めの三要素と，機械がもたらした
リズム，速度，かたちが融合すべきだという。更に，
この可能性は«明晰な精神によってのみ見出され
た»（以上引用Marinetti 1910a）とされる。対し
て鈍感な精神は，先にも言及した通り，こうした
環境の変化を身体感覚に認知しない。では，未来
派的「増強した身体」を出現させうるのはいかな
る身体か。はたしてそれは，敏捷なる鍛えられた
身体，とりわけ「踊る身体」であった。身体がそ
れを超えた何者かへと進化するには，潜在する身
体能力，敏捷性，柔軟性，表現性が求められ，そ
して訓練によりそれらがいっそう発達する必要が
ある。とすれば，鍛え抜かれた身体を有するダン
サーこそが，必然的にそれらの課題を担う，未来
派の理想的身体として描かれる。同時に，体操選
手や軽業師の曲芸も好まれた。しかし，技を披露
する身体から「踊る身体」が傑出するのは，端的
にいえば，ひとつの劇場芸術として他の芸術分野
と協働可能であり，未来派にとっては，それ故に
いっそう革新的な芸術の誕生に貢献する可能性を
有していたからであると考えられる。

マリネッティは，来るべき未来にふさわしい舞
踊を発想する想像力と洞察力においてとりわけ秀
でていたといえる。未来派創立以来のマリネッ
ティの言葉を読み進めていくと，身体感覚に関す
る言及が徐々により具体的なイメージとなって固
められていく過程を辿ることができる。その過程
で，「踊る」という身体動作のメタファーは，過
去からの解放，地からの跳躍と連結し，やがて，
飛翔する未来派的身体像として洗練されていくの
だ。例えば，敏捷なる身体は未来派芸術を実現す
る格好の空間であるヴァラエティー・ショーに欠
かせない役者であり，マリネッティは理想的身体
としてダンサーを挙げる。1913年の『ヴァラエ
ティー・ショー』宣言には，以下のくだりがみら
れる（Marinetti 1913b）。

ヴァラエティー・ショーは，形と色彩のダイナミズ
ムにより（曲芸師，バレリーナ，体操選手，カラフ
ルな曲馬師の一斉動作，つま先でくるくる回るダン
サーが旋回するサイクロン），あらゆるショーのな
かで最も健康的だ。心を奪うような素早いダンスの
リズムにのせ，ヴァラエティー・ショーは，最も愚
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鈍な魂たちを強制的にその無気力状態から救い出し，
駆けること跳ぶことを強いる。

音楽，ダンス，演劇等のパフォーマンスが繰り広
げられるヴァラエティー・ショーの特徴は，観客
をパフォーマンスに巻き込むねらいにある。未来
派のテアトロ・デッラ・ソルプレーザと名付けら
れたショーも象徴するように，このビックリ・シ
アターとでも訳せる劇場空間では，観客すらも平
静と座ってなどいられなかった。絶え間ない動性
を，すべての身体が共有することが目指されたの
だ。同じく 1913 年の宣言文『シンタックスの崩
壊，無線のイマジネーション，自由語』では，み
ずからの身体感覚と対峙し瞑想した結果の，より
練りこまれた身体観が発表される。« 新たな未来
派的感性の要素 » のひとつには，« 機械により増
強した人間。新しい機械的感覚，訓練された力と
本能の，モーターの効率との融合 » が掲げられ
る。そして，こうした新たな感性の要素は未来派
の « 絵画的ダイナミズム，リズムの規格外にある

［…］反優美的な音楽，［…］騒音音楽，そして
［…］自由語を編み出した »（以上引用 Marinetti 
1913a）。これらの異なる芸術言語によって未来派
的身体を考案する試みを経たうえで，いよいよ未
来派芸術にダンスが誕生する。

1917年の初のダンス宣言『未来派ダンス宣言』iii 

は，未来派的要素，すなわち戦争の要素を題材に
した３つの「台本」『流散弾のダンス，機関銃の
ダンス，飛行士のダンス』を伴う。そこで理想に
掲げられたのが，「機械により増強した身体」で
あった。ダンス概念を提示する箇所で，マリネッ
ティは以下のように記す（Marinetti 1917）。

筋肉の可能性を超越し，ダンスを通して，われわれ
がかねてから夢見てきたあの理想的なモーターに
よって「増強した身体」を目指さなければならない。
身振りで機械の動きを模倣しなければならない。ハ
ンドル，タイヤ，ピストンに勤勉に仕え，そうして
人と機械との融合を準備し，未来派ダンスの金属主
義に到達しなければならない。

すなわち，『未来派ダンス宣言』とは，未来派的
身体によってダンスの革新もまた可能であること，
それが急務であり，機械，すなわちテクノロジー
を用いることで新しい舞踊を創作しうることへの
宣言であるといえる。さらに，先行研究に見過ご
されがちな特徴として重要なことは，マリネッ
ティにはこの宣言文をもって未来派ダンスの定義
を打ち立て，それに則した作品を未来派ダンス作
品として認知する意図はなかったことである。反
対に，宣言文発表の意図は，その最終部に明記さ
れている通り，今後多様な未来派ダンス作品が実
現されることを期待してのインヴィテーションに

あり，序章の役目を果たすことにあったのだ。

２．２　機械のダンスによる内面表現
未来派の活動を概観すると，1910年代には，前

述の『ダンス宣言』に代表されるように，新しい
舞踊のプランが提案され，未来派絵画においても
舞踊が好まれて描かれた。20年代は，劇場作品に
おける身体の機械化に特徴づけられる。続く30年
代には，身体と航空技術の抽象的な融合を表象す
る芸術表現「未来派航空美学」が現れるのに対し，
20年代には，視覚的に主題が機械であると認知さ
せるための描写や表現方法を用いる叙述的傾向が
あり，30年代の前段階と捉えられる。

1922年に上演された画家イーヴォ・パンナッ
ジ（1901-1981）とヴィニーチョ・パラディーニ

（1902-1971）による『未来派メカニック・バレエ』
は，衣装で四肢を固められた身体によるバレエで
ある。身体の各部は直方体や円錐のなかにはめ込
まれ，こんにちではロボットと呼べる機械人間が
登場する。ここで注目すべきは，甲冑のような衣
装を被らせることでダンサーの自然な動作能力が
否定されたのではなく，人間特有の感情や個性を
機械にも見出そうとした点である。なおかつ当時
ヨーロッパの前衛芸術を刺激したメカニックとい
うテーマを扱った試みとは差別化を図り，更にも
う一段階洗練させようという意図が込められてい
た。その意図は同年発表の『機械芸術未来派宣
言』に記されている。端的に要約すると，機械の
フォルムに触発された同時代の芸術表現が視覚的
要素に着想を得て再現するばかりで，精神性をな
いがしろにしてきた点を指摘し，逆に未来派機械
芸術は精神性も表現する，というものだ。すなわ
ち，«機械の外観»，«外形»に注目したまでの«見
た目の化学的法則»を模倣する表現に甘んじるこ
となく，«機械の精神»や«内面性»，果ては«抒情
的な内容»までも表現することが必要だと主張す
る。より雄弁な一文を引用するならば，«こんに
ちあらゆるヒューマン・ドラマは，機械によって，
機械内に展開される»（以上引用Pannaggi 1922）。
機械という，産業のみならずあらゆる芸術にイン
スピレーションを与え社会の変容を加速したモン
スターに対し，反発するのでなく，ただフィジカ
ルに同化しようとするのでもなく，スピリチュア
ルに共鳴したいとかれらは考えている。この宣言
文に記されたキーワードからは，同時代モダン・
ダンスのひとつの傾向が思い起こされる。たとえ
ばダンカンの踊る身体は，身振りによって彼女の
内面性を外在化させた。魂の語る自然な言語が，
身体の動きそのものになるだろうと，近代の西洋
身体論には与さない予測を語っていたダンカンの
言葉を考慮しつつ（cfr. Duncan 1969），『機械芸
術未来派宣言』を読み解くと，おそらくかれらに
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客観的自覚はなかったにしても，崇高なる魂に対
し体が卑しいものとされた心身二元論から脱した

「身体の目覚め」の傾向を読み取ることができる
だろう。機械という媒体を介して情緒を表現する
のが機械芸術であると主張されているからだ。す
なわち，『未来派メカニック・バレエ』は，心身
が機械と融合することで表現可能になるいっそう
ダイナミックな内面性の外在化を目指したダンス
であったといえる。

の精神的無限性を感知し，かつ，フォームを編み
出すために熟考し，これまで存在しなかったよう
な表現の可能性に根気強く挑戦するだけの精神を
備えた者でなければならなかったのではないか。
自らの身体ではない異物に神経と意識を調和させ
ながら，舞踊劇として与えられたテーマに相応し
い動作ができるテクニックを要したと考えられる。
デペーロが書き残したこの経験は，ベルグソン的
身体能力の発見に則しても説明がつくだろう。概
念上は，前述したようにマリネッティが描く理想
的身体像もまさにベルクソンの理論に則したもの
である。身体は拡張し，情念，欲求，喜び，悲し
みといった内的な変化が外的な身体的兆候を伴う
ことや，まるで意識が外在し，強さが拡張してい
くような感覚が現実のものであること，こうした
筋肉や神経の伸縮が，自分の身体だけでなく，そ
れを増強する「媒体」を介してでも可能なことは，
まさに同時代の発見であった。そして，身体が機
械と融合し，解剖学的寸法を物理的に超越する身
体の拡張と意識の外在化を図る試みは，20年代の
機械と融合するダンスの特徴に共通する試みであ
るといえる。

３．飛翔と舞踊「翼が欲しい！」
３．１　飛行士のダンス

以上のように，身体芸術の可能性への強い関心
がみられたことをつまびらかにしたうえで，未来
派と舞踊とが根源的なテーマを共有していること
を明らかにできるだろう。それは，両者に潜在す
る「地からの解放」を欲する身体動作から説明さ
れる。すなわち，「飛翔への欲求」である。マリネッ
ティは，現代文明によって初めて人間が体感した，
スピード，リズム，また飛行機による飛行に自ら
も共鳴する。そして，古の人間が進化し，「モー
ターにより増強した踊る身体」を補綴する翼をつ
けた「飛ぶ身体」に変身する必要があると想像し
た。飛行機に乗り空を飛ぶという強制的な地面と
の肉体的かつ精神的断絶体験が，新たな未来派身
体芸術を生みだすことになるのだ。

事実，イタリアの飛行技術の歴史は，未来派運
動と歩調を合わせ発展する。飛行する機械に融合
する身体が，もはやファンタジーの産物ではなく
現実になり，それは芸術にも極めて重要な転換を
もたらす。1909年に出版されたマリネッティの未
来派小説『月光を殺せ！』では，登場人物の未来
派主義者たちが叫ぶ。«翼が欲しい！ならば飛行
機を造ろうじゃないか»。そして，マリネッティ
を乗せた複葉機が離陸するさまがこう描かれる。
«敏捷な展開に酔いしれながら，［複葉機は］活き
活きとパタパタと軽やかなそしてリズミカルな飛
行で離陸する。まるで乾杯と踊りへいざなう歌の
ごとく»（以上引用Marinetti 1909b）。ここで既に，

２．３　機械のダンスを踊る優れた身体
1924年に上演された，フォルトゥナート・デ

ペーロ（1892-1960）による未来派舞踊劇『3000
年のアニッカム』は，われわれにとって実に興味
深いエピソードを残している。ダンサーは機関車
に扮し，筒型の衣装を被って踊らなければならな
い。厚紙でできた衣装は，関節各部が湾曲するよ
う制作されたが，ダンサーにとってそれを被って
踊ることはもちろん容易ではなかった。雇ったダ
ンサーたちが，衣装リハーサルを試みるやいなや
契約を破棄し逃げ出してしまうことの繰り返し
だった。ようやく，四肢を筒で包まれた状態でも
そこから新しい表現を生みだす能力を備えたダン
サーが現れたときのことを，デペーロは«最後に
勝ったのは，テクニックと忍耐だった»（Depero 
1940: 39-40）と書き残している。回想録に残され
たこの言葉から，ダンサーが経験した苦労を想像
することができるだろう。筒を被り踊り遂げるこ
とができたのは，高い技術と忍耐力を備えたダン
サーだったという。つまり，未知の空間に身を拘
束されながらどのような動きを編み出せるのか，
この難問と対峙できたダンサーとは，身体可動域

『メカニック・バレエ』の衣装をモチーフにしたフォト
モンタージュ，イーヴォ・パンナッジ，1924年
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飛行と踊りの関連性がメタファーとして現れてい
ることが注目される。同時に，搭乗している身体
そのものが飛行の主体として知覚される。すなわ
ち，マリネッティは，進化論に基づき，人間の身
体そのものが飛ぶ身体へと生物学的進化を果たし
うると考え，«われわれは，［…］人間の変身の可
能性を信じている。［…］宣言しよう。肉体には，
翼が眠っている»（Marinetti 1910a）と謳うのだ。

1910年，マリネッティは，実際に飛行を体験
した直後，みずからの精神が空中で震え歓喜す
る感覚を以下のように回想している（Marinetti 
1910b）。

機中，ガソリンのシリンダーに腰を下ろし，腹は飛
行士の頭に熱せられて，わたしは，ホメロスから継
承される古臭いシンタックスのばかばかしい無益さ
を感じた。言葉を解放し，それを古代ローマ時代の
牢獄から救い出すことが急務だ。ホメロスは，愚者
がみなそうであるように，生来用心深い頭と腹，２
本足と２足の扁平足を有してはいるが，２つの翼だ
けは決してもつことはないだろう。

また，同じ飛行体験について，身体動作を引用し
ながら以下のようにも回想する（Marinetti 1916）。

ビエロヴチック飛行士とともに初めて飛行したとき，
わたしは，胸が開き，巨大な穴になって，まるでそ
こに心地よいほどに青空まるごとするりと，ひんや
りと，どんどん流れ込んでくるかのように感じた。

［…］増大する軽さ。無限の快感。スタっと軽やかな
ひと跳びで機体から降りてみたまえ。背負っていた
重みから解放されている。君たちは道という束縛に
勝利したのだ。這いずり回ることを人間に強制した
掟に勝利したのだ。

そして，こう結論づける。« 速さ＝散乱＋“わた
し”の濃縮。ひとつの身体が駆け抜けた空間は，
その身体の中に濃縮される »（ibid.）。外界，自
然，すなわち身体の在るその空間と身体そのもの
とは，分断された存在ではないと，皮膚感覚で感
知しているといえる。マリネッティは，飛行する
機械と同化することで，あるいは，身体そのもの
が翼を得ることで，人間が重力に打ち勝ち，翼を
有する超人となると考えたのだ。この飛行体験を
経て，いよいよ未来派的飛行のダンスが考案され
る。
『未来派ダンス宣言』は，第一次大戦の前線に

身を置き，空中戦の爆音と上空で繰り広げられる
戦闘機の「パフォーマンス」を目の当たりにし
ながら考案された。『流散弾のダンス，機関銃の
ダンス，飛行士のダンス』のうち，流散弾と機関
銃を主題にしたダンスの特徴が地上の動作に止ま
るダンス案であり，先に考察した20年代のアイ
ディアに先行するのに対し，『飛行士のダンス』は，

空中の動作に振付けを描き出す。『飛行士のダン
ス』の台本には，全６場構成の振付けと舞台美術，
小道具が指示されている。ひとりのバレリーナが
機体の飛行を模倣し，胸にプロペラを模った小道
具を付けた衣装を着て踊り，身体動作に同調して
そのプロペラが振動する案が記されている。バレ
リーナは，うつ伏せの状態から飛行機の離陸を模
し，跳躍し，風景と一体化しながら踊り，照明の
点滅は稲妻を表すという。非常に興味深いことは，
たとえマリネッティが舞踊については素人であっ
たにしても，バレエの歴史の本質を突いた新しい
ダンスの草案を立ち上げている点である。詩人で
あるマリネッティにそこまでの自覚はおそらくな
かったにしても，見事なまでに，19世紀に完成を
みたロマンティック・バレエのひとつの主題，エ
アリアルなものへの憧れを未来派的文脈で塗り替
えるのが，この『飛行士のダンス』であるといえ
るのだ。

３．２　未来派航空演劇
さらに，『飛行士のダンス』台本の補綴といえ

る興味深い構想が，1919年に画家であり飛行士で
もあったフェデーレ・アザーリ（1895-1930）が
発表する『未来派航空演劇』宣言である。この宣
言でアザーリは，空が舞台であり，滑空する機体
が演技者である，新しい空の総合芸術を打ち立て
る。更には，飛行機の空中での動きに意味付けを
していく。バレエやパントマイムにならい，飛行
機の動きに表現性を見出したのだ。例えば，アザー
リはこう記す（Azari 1919）。

われわれが飛行によって創造する芸術形式はダンス
に類似する。ただし，壮大な背景，比類ないダイナ
ミズム，そして空間の三次元に応じた動作展開を実
現することで生まれる多様な可能性，という点では
ダンスを果てしなく凌駕している。
宙返りは喜びを，横転は焦り，いら立ちを表す。また，
翼を左右交互に繰り返し動かすのは夢うつつである
ことを示し，“落ち葉のような”長い降下は郷愁ある
いは疲労感を意味する。

精神状態が身体動作を変容させうる特徴を，ア
ザーリは空中の飛行動作に転化していることが読
み取れる。この解釈についても，19 世紀にバレ
エの教則が制定される過程で，身体動作が記号化
されその法則が成立した歴史を思い起すことがで
きるだろう。この宣言文は，飛行中の動作ひとつ
ひとつを形式立て成文化する試みであるともいえ
る。さらに，同時代モダン・ダンスのひとつの傾
向である精神と身振りの調和を思い起こせば，「身
体の目覚め」の時代にあって，アザーリの理論が
決して空想的で奇抜に過ぎるものではなかった
ことがわかる。アザーリはさらに，身体と機体
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との融合を解剖学的視点からも説明してみせる
（ibid.）。

機体はパイロットの身体の延長部分になる。骨格，腱，
筋肉，そして神経が機体の桁に，金属線にまで伸び
ていく［…］。ひとりの飛行士は必ずしもいつも同じ
ようには飛行しない。飛行とはすなわち，常にパイ
ロットの精神状態の正確な表現なのだ。

つまり，視覚的に認知しうる骨格のみならず，臓
器と機体の装置こそが融合すると考えているのだ。
ここでもまた，飛行士アザーリが実際にアクロ
バット飛行を体験し，それによってかれの身体が
新たな感覚に反応した結果としての気づきであっ
たことを再度強調したい。すなわち，マリネッティ
が『未来派ダンス宣言』にて，滑空する飛行機が
ダンサーであると見出したなら，アザーリは飛行
機の飛行そのものもダンスであると想像した。更
に重要な点を強調するならば，地上から空のダン
スを見上げる聴衆の視点でそれを発見したのみで
はなく，「飛ぶ身体」にとって飛行そのものが踊
りになりうることの指摘でもあった。前者の視点
では，古から跳ぶことを夢見てきた人間にとって，
翼をつけることが唯一飛行の夢の合理的な説明で
あったように，飛行神話は想像力を加速させ，飛
行機を擬人化する。この意味において，マリネッ
ティが空の飛行機を眺めながらそれをスカラ座の
バレリーナみたいだと喩えていることは実に興
味深い。例えば，« スカラ座のバレリーナのよう
な桃色チュールの飛行機 »（Marinetti 1969: 177），
あるいは « 薄藤色，藍青色，橙色，瑪瑙色，黒，
黄玉色，紅色のヴェールが広がるなかで，まるで
ふたりのバレリーナのように衣装をまとった［２
機の］小型飛行機 »（ivi: 246）といった，バレリー
ナの踊りに合わせて揺れ動くチュチュと機体を霞
める雲との連想を書き残している。そして，後者
の視点は，ひとつのダンス作品として見事に証明
されることになる。

３．３　未来派航空ダンス
1930年代になり，いよいよ，飛行ダンス理論を

実践するダンサーが誕生する。ジャンニーナ・チェ
ンシ（1913-1995）iv，ミラノスカラ座バレエ学校
で訓練を受けた若いバレリーナが初めて，それま
では草案にすぎなかった「踊る身体」と「飛ぶ身
体」の融合を『航空ダンス』として実現してみせる。
チェンシは厳格なクラシック・バレエの基礎のも
とに未来派に参加したのであり，敏捷なる鍛えら
れた身体に明敏なる精神を宿した，理想的な未来
派ダンサーの素養を備えていたといえる。さら
に，チェンシもまたこの作品振付けのためにアク
ロバット飛行を体験したことは，未来派バレリー

ナの形成過程で重要な経験となる。イタリア初の
女性飛行士であるおばからの影響も受け，チェン
シの幼いころからの憧れは，バレリーナと飛行士
だったのだ。
『航空ダンス』が完成を見るのは1931年，飛行

機とその飛行を作品の主題として用いる試みが未
来派運動のあらゆる芸術分野に共通する現象「未
来派航空美学」として，実現した時期にあたる。
チェンシは，唯一の未来派バレリーナとして未来
派の夕べに参加し，同年の「未来派航空絵画と舞
台美術展」においてそれまでの試みをもっとも未
来派ダンスらしいかたちで完成させた。その『航
空ダンス』の構成は，チェンシによるソロであり，
音楽を伴わず，マリネッティが舞台袖から朗誦す
るオノマトペを多用した未来派航空詩に合わせて
踊るものだった。さらに舞台美術に代わり，プラ
ンポリーニが描いた飛行をテーマにした航空絵画
が展示され，その航空絵画を踊りに「翻訳」する
試みでもあった。チェンシの意思も汲み制作され
た，プランポリーニのデザインによる当時の水着
のような光沢あるレオタード衣装は，とくに斬新
さが際立つ。素足にパイロット風キャップとレオ
タードを身に付けるのみの装飾を排除したシンプ
ルな衣装であり，身体のラインを露にした，身体
の物質化が既に見出せる。そして，クラシック・
バレエのパを習得した身体は，それに制限される
ことなく，独自の身振りを編み出した。
『航空ダンス』は，未来派ダンス実験のひとつ

の到達点と考えられる。20年代に機械のかたちを
模倣することでそれとの融合が試みられたのなら，
チェンシは，幾何学的な物体を被らずに身ひとつ
で，説明的小道具も用いずに，同一の主題を表現
してみせた。事実，当初チューブの巻き付けられ
た衣装など，甲冑衣装と同コンセプトの衣装が提
案されたが，チェンシ自身がそれを拒否している。

『航空ダンス』，ジャンニーナ・チェンシ，1931年
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ダンスの身振りのみで表現が可能であると自負し
ていた所以であり，機械との融合という主題の
抽象化がみられる。また，『航空ダンス』が表現
したテーマとは，滑空する機体の模倣だけでなく，
飛行士が体感する，つまりチェンシ自身の，恐怖
と興奮の入り交ざった精神状態でもあった。この
特徴は，ダンカンを始めとするモダン・ダンスの
ひとつの潮流と同じ意図をもつといってよいだろ
う。そのために，チェンシは，自らがダンスの「作
者」となり内面性を語りうる身体の自由な身振り
を考案したといえる。

結
神聖なる不可侵の領域であった天空へ近づくこ

とが科学技術の発展によって現実のものとなり，
アクロバット飛行の高速旋回する運動へ身体が巻
き込まれると，人間の感覚は，前代未聞の現象を
知覚することを強いられた。未来派は，それに敏
感に反応した象徴的な芸術運動であった。未来派
運動そのものが，あらゆる芸術分野に一貫して，
身体性の介入を本質に宿していたのだ。その特質
は，身体芸術においても発想の源となり，現代生
活のスピードやリズムを吸収する身体は，それに
同化し，さらに自身も飛翔してみることで，新し
い舞踊を編み出しうると考えられた。気球が発明
された時代にロマンティック・バレエのバレリー
ナが非人間的な妖精になって軽やかに舞うのなら，
飛行機が発明された時代に，『飛行士のダンス』が，
超人間的な飛行機に扮して，アクロバティックに
旋回しダイナミックにスピード感をもって踊るバ
レリーナを誕生させたと説明することも可能だろ
う。舞踊については素人であったマリネッティは，
図らずも，飛翔への欲求を踊り続けたその歴史を
なぞらえ，自らの身体感覚によって，跳ねる，飛
ぶ，舞う，といった身体の動きを舞踊に結びつけ
ていたのだ。

未来派が踊る身体に可能性を託し，身体表象と
パフォーマンスに対して強い関心を向けていたこ
とを明らかにしてきたが，重要なことは，未来派
の創造したダンスとは，機械と融合することで
いっそう現代的な人間の内面性も表現しうるもの
であった点である。さらに主張された点は，精神
と身体動作に注目しそれがダンスとして完結した
とき，未来派がバレエ成立の歴史をなぞり，飛翔
する身体と踊る身体の未来派的新しい関係を構築
させた事実である。また，そうした未来派的身体
が，飛翔すること，そして踊ることを潜在的に希
求し続けた特徴については，長らく批評の側から
なおざりにされてきたテーマであり，こんにち更
なる資料調査と再考察の動きが進められていると
ころである。
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る。本論中に引用する未来派の宣言文に改訂や修正
を含む複数の版がある場合は，決定版とされるもの
を引用し，文献リストには引用した版のみを記した。
また，先行研究中の宣言文の書き写しにはときに誤
謬や誤脱が見受けられるため，可能な限りオリジナ
ルのデータやレプリカ版（cfr. Caruso 1990; Bonito 
Oliva 2009）を参照した。宣言文の和訳は筆者による。

ii	 ロイ・フラーが同時代の視覚芸術に巻き起こした一
種の狂乱に，未来派の画家らも決して無縁ではな
かった。周知のように，パリを中心に多くの絵画，
デッサン，ポスターや彫刻がフラーのスカート・ダ
ンスを象っていたが，未来派の絵画にとってもまた，
踊り手を創作の主題に据えること，すなわち踊る身
体の表象は，とりわけ好まれたテーマであった。視

覚が物質としての身体を捉える行為でなく，身体感
覚を巻き込むものであることへの気づきが絵画の作
成方法を揺るがしたことは，未来派とて例外ではな
い。走行する自動車や汽車を題材に速度とダイナミ
ズムを平面のカンヴァスに描き移そうと試みられた
時期，ウンベルト・ボッチョーニが描いた身体はも
はや直立静止したそれではなく，ジーノ・セヴェリー
ニはダンスを題材にした作品を多数描いた。ジャコ
モ・バッラは，速度の抽象化を描く一連の「速度線」
作品を研究した後，踊る身体の徹底した抽象化を実
現させた。未来派絵画にとって「踊る身体」が示唆
に富んだ格好のテーマであったことは，画家たちの
手記からも確証される。未来派におけるダンスと視
覚芸術の関係については，とりわけCarandini 1996，
Fonti 2001が参照される。

iii	 『未来派ダンス宣言』は同年のバレエ・リュスロー
マ公演に際し，画家ジャコモ・バッラがバレリーナ
のいないバレエ『花火』を上演させたことを受けて
発表された宣言文である。1914年から断続的にみら
れた，未来派アーティストとディアギレフ，マシー
ン，ストラヴィンスキーらとの交流は，互いの作品
創作に少なからず影響を与えるものだった。イタリ
ア舞踊界のバレエ・リュス受容の問題と未来派とバ
レエ・リュスの活発な交流についてはいずれも重要
な特徴がみられ興味深いテーマであるため，他の機
会を得て考察を行いたい。

iv	 ジャンニーナ・チェンシは，1930年代半ばに現役を
退いて以来，1995年に没するまで精力的に後進の
指導にあたった。ある意味時代に許され，チェンシ
自身が未来派ダンサーとして体験を語り，『航空ダ
ンス』の再演に携わるまでには，1979年に始まり
1980年代を待たなければならない。チェンシについ
ては総括的な研究がなされたものの（cfr. Bonfanti 
1995; Vaccarino 1998），未だ未調査の一次資料も多
く存在していると思われ，未来派ダンサーの軌跡の
全容はまだ明らかにされていないと考えられる。本
論におけるチェンシの活動に関する言及は，トレン
ト・ロヴェレート近現代美術館付属20世紀アーカイ
ヴにおいて実施した資料調査（日記，書簡，雑誌記
事資料，写真，録音，録画資料等）に基づく。また，
チェンシ以前に未来派に関わった女性ダンサーたち

（Valentine de Saint-Point，Maria Ricotti，Zdenska 
Podhajska等）については本論では触れないが，そ
れは本論では未来派の舞踊表現への概念が発展して
いく過程に特徴的な概念を総括することを目的とし
たためである。とくに未来派創立時に未来派に参加
したヴァランティーヌ・ドゥ・サン＝ポワンについ
ては，しばしば未来派ダンサーの代名詞であるかの
ように挙げられるが，それは多くの未来派研究が恣
意的に第一次大戦後の芸術活動を考察してこなかっ
たことに起因すると思われる。未来派の理想的身体
を舞踊に表現することがイタリア固有のものとして
実現されたのは，未来派活動期の後期に至ってのこ
とであり，チェンシの活動がそれを総括するもので
あることが，最近の研究によって明らかにされてい
る。チェンシ研究としては，ロマンティック・バレ
エと未来派ダンスをめぐり，ゴーティエとマリネッ
ティ，タリオーニとチェンシをそれぞれ比較しての
考察をYokota 2012に詳しく論じた。


